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研究成果の概要（和文）：本研究では，東南アジアの女性の経験世界－－中国系の女性と中国系の男性と通婚する女性
が，いかに異なる仕方で移民社会の再生産に関与するか－－を現地調査にもとづいて明らかにすることで，東南アジア
の華僑華人史の書き換えを試みるとともに，人口と空間をめぐる政治力学という観点から既存の華僑華人研究，および
移民研究の枠組みを再考した。また女性たちの移動，定住，通婚，再生産の経験の蓄積のなかに「人の移動」をとらえ
る新たな人類学的枠組みを模索し、&#38313;南、客家、広東のような民系の違い、移民と移民の故郷に残された人たち
の世界観の違い、女性と男性の経験世界の違いに着目するモデルの可能性を探った。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we examined women’s experiences around male migration 
in the scope of “Diasporic Space,” in which population movements can be interpreted politically. This 
project examined the invention and negotiation of identity and physical body, and the space where the 
incarnation is processed. Through these analyses, we discussed the post-colonial view on Chinese migrants 
between settlements and movements, then, Sinicization and Creolization.
Women’s mobility clears up the horizon where discourses on the nation-state, modern capitalism, and 
ancestral worship emerged, and creates a place for new interpretation on movement. The neutralized place 
for new interpretation can be compared to the Third Space, which Homi Bhabha argues.

研究分野： 社会人類学

キーワード： 中国系移民　女性　ディアスポラ　東南アジア　通婚　再生産　僑郷　民系
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 東南アジアの中国系住民を対象とするこれまで
の華僑華人研究は、近代国民国家との関係性にお
いて中国系移民の文化を位置づけようとする議論
が主流をしめてきた。これらの研究では、華僑（中
国籍）−華人（現地籍）といった国籍カテゴリーに
基づき、中華イデオロギーの自明性と越境性への
素朴な信頼感が表明されるか、あるいは逆に中国
系移民の「土着化」（華人性）を強調し、ホスト
社会への同化や国民統合が中国系移民の進むべき
方向性として主張されがちであった。 
 本研究は、こうした近代国民国家を前提とした
従来の華僑華人研究に対する反省に立ち、他の集
団との接触によって生み出されるアイデンティテ
ィの重層性や可塑性、流動性に焦点を当てようと
する。近代国民国家の「大きな物語」から脱却し、
文化の革新性や多様性、クレオール性に、より配
慮しようというのである。 
 
２．研究の目的 
 こうした従来の華僑華人研究の反省に立ち、本
研究では、中国系移民と東南アジアを媒介するイ
ンターフェイスとしての女性たち（中国系の女性
たちや中国系の男性と通婚した現地の女性たち、
混血の女性たち）の経験世界を、「外界」との関
係によって政治化した「ディアスポリック空間」
ととらえ、民族誌的に再構成することで、そこに
見られる社会関係やアイデンティティ、身体観等
をめぐる交渉と創造の過程、及びそうした空間が
生起するメカニズムを解明しようと努めてきた。
そうすることで、定住と移動、中国性とクレオー
ル性、土着化と中国化の「間」に中国系移民の新
たな像を描くとともに、ポストコロニアル状況に
おける人類学の研究対象のあり方を模索し、新た
な枠組みと視点を見いだそうと考えたのである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、文化の革新性や多様性、クレオー
ル性が生起する政治的、文化的空間を「ディアス
ポリック空間」と名づけ、そうした空間の創造へ
の女性の関与に着目することで、彼女たちの経験
世界を把握しようとしてきた。 
 ここでの「ディアスポリック空間」は、属性に
基づく地理的区分ではなく、他との関係性にもと
づいて創造され、認識される伸び縮みする空間で
ある。本研究では、中国系女性、および中国系の
男性と通婚した非中国系の女性の経験世界をこう
した「ディアスポリック空間」が生起するなかに
とらえ、人類学的なフィールドワークとエスノグ
ラフィの手法により、女性たちの経験世界を記述
しようとした。 
 研究代表者と分担者が、それぞれフィリピン、
インドネシア、タイ、ベトナム、マレーシア、ミ
ャンマー、中国で個別の現地調査を実施するとと
もに、中国福建省で合同調査を実施した。そうし
て得られた調査データは、大学院生の力を借りて
整理するともに、各年度２〜３回実施したワーク
ショッップにおいて検討を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では、東南アジアにおける中国系移民女性
の経験世界を、文化の革新性や多様性、クレオー

ル性が生起する政治的、文化的空間としての「デ
ィアスポリック空間」が生起するなかにとらえ、
民族誌的な記述を試みた。その成果は、女性の経
験世界に関するものとディアスポリック空間の創
造に関するものに大別できる。 
 
（女性の経験世界） 
１） 中国系移民の女性たちの移動、婚姻を通して、

「中国人性」の再生産が見られること 
２） 中国系移民の男性と通婚した非中国系女性

によって、中国系移民の親族関係の双方化
（バイラテラル）が見られること。 

３） 女性の経験世界を読み解くうえで、マレーシ
ア、インドネシアのクバヤ、フィリピンのマ
リア・クララなどの特徴的な衣服をクレオー
ル化の過程の中にとえることが可能である
こと。これらの衣装がいわゆる民族衣装とな
るのは、クレオール化の後に生じた現象であ
ること。 

４） 中国系移民の出身地において、新たな女性の
移民が生み出されつつあること。 

５） 慈善活動や福祉活動などの活動を通して、中
国系住民と非中国系住民の双方を含むネッ
トワークが構築されていること。 
 

（ディアスポリック空間） 
１） 中国系女性、および中国系男性と通婚した非

中国系女性の婚姻を通して、移民の周辺にク
レオール的な空間が生起すること。 

２） 中国系移民と中国大陸の出身地との間で、故
郷と関係しながらも、決して故郷に帰ろうと
しない移民と、故郷に縛られる出身地の住民
の姿を見い出し得たこと。両者の関係は、デ
ィアスポリック空間を生み出す重要なファ
クターの一つであること。 

３） 中国大陸から移民した人たちにせよ、中国大
陸に残った人にせよ、経験を解釈する女性の
説明、ないしその根底にある論理が、男性の
説明、論理とは著しく異なっていること。 

４） ローカルとグローバルなレベルの「二つの」
ディアスポリック空間が重層的に配置され
ること。ベトナム北部には広東系と客家系
（ンガイ人）の漢族がおり、その大多数が
1970 年代末までにベトナムを離れた。ベト
ナムに残った人たちは、女性（特にベトナム
人妻）の働きにより、現地でディアスポリッ
ク空間を形成した。他方で、中国南部など世
界各地に移住したンガイ人は客家のネット
ワークに組み込まれることになり、グローバ
ル規模のディアスポリック空間を形成した。
両者の関係を探ることが今後の課題となる。 

５） ディアスポリック空間を考える上で広東、閩
南、客家といった民系の違いを重視すべきこ
と。（１）現地調査 上記の研究課題に基づ
き、①社会関係やアイデンティティ、身体観
等をめぐる交渉と創造の過程、および②ディ
アスポリック空間が生起するメカニズムの
解明について、研究代表者、研究分担者、研
究協力者が分担し、フィリピン、インドネシ
ア、マレーシア、タイ、ベトナム、ミャンマ
ーにおける民族誌的フィールドワークを行



った。 
 
上記の成果の一部については、国際人類学・民族
学会にて海外の研究者も交え行った（2013 年８月
（マンチェスター大学）、2014 年５月（幕張メッ
セ）、2015 年７月（タマサート大学）、2016 年５
月（ドゥブロヴニク・パレス[クロアチア]）。 
 また THE 6TH INTERNATIONAL CONFERENCE OF 
INSTITUTES & LIBRARIES ON CHINESE OVERSEAS 
STUDEIES (WCILCOS)（2015 年 10 月 華僑大学）
で分科会報告を行うとともに、世界海外華人研究
学会 ISSCO（2016 年７月 ブリティッシュ・コロ
ンビア大学）での分科会報告を予定している。 
 成果の一部は、東京外国語大学アジア・アフリ
カ言語文化研究所のホームページにおいて公開す
るとともに、大阪大学グローバルコラボレーショ
ンセンターのディスカッション・ペーパーシリー
ズとして web 上で公開している。 
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